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○昨シースンはインフ′Lエンザ措流行し春世んでした。「それゆえに免疲が饉下している

ため今シースンは注意が必喜」という専門家の意見もあιl春すが、正直不鴫です。
「春

あ出来る限‖のここはやっておき春しよう」というここで、持種をお勧めする次第で

す。

○新型コロ十ウイ′Lスマクチンこの間隔けZ週間が必要です

○予約勝不喜

“

能療時間中ならいつても持種可)。

○今シースンのインフ′LエンザワクチンにはA/ビクト:17(HI Nl)A/タスマニ7(H3N2)

3/7Ъケット3/ビクト:1アの4種類の抗原が含春れていきす。-4価ワクチン

○重≧≧二二重]墨L型」星」≧」壁五≧≧≦≧」璽」≧」璽璽L上墨曇≦壁」重菫菫コ璽曇≧=≦重塾塁菫璽」璽亜塾⊆」匡璽菫璽重≦璽墾型望璽≧

す璽堕m。
065歳以上の方勝市町村単位で価格が決められてい春す。

下呂市在住の (● 5歳以上の)市の費用についτ勝

受付で直接おたずわ下さい。
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*開市在住の中学生以下の方勝上記から ,000円減額され書す (但し認印が必喜 )


